
ロジックモデル
（AI適用システム維持管理のための環境構築の実証）

【事業の概要】 AI学習に必要な、データベースやサーバ等から構成される「ＡＩ適用システムの維持管理のための環境」を小規模構築し、
ユーザーに利用してもらうことで、将来必要となるシステムの機能や規模、利用者に求められるスキルを見極める。

インプット
（資源）

アクティビティ
（活動）

アウトプット
（直接の結果）

アウトカム
（成果）

インパクト
（効果）

事業経費
（予定）

ー

実証部隊
（予定）

陸上自衛隊
海上自衛隊

○将来、防衛省のＡ
Ｉ適用システムを維
持管理するために必
要となる、

システムの機能
システムの規模
人材のスキル
人材の規模

に関する知見を得る。

○実証を通じて得た
システムに求められる
機能や規模といった知
見を、防衛省における
「ＡＩ適用システム維
持管理のための環境」
の設計等に反映。

○本事業の成果を基
に、

ＡＩ適用システム
を維持管理するた
めに適したシステム
構築

ＡＩを適切に維
持管理できる人材
育成・確保

をすることにより、防衛
省・自衛隊のＡＩ適
システムの性能を維
持・向上させていくこと
が可能となる。

○AI学習に必要な、
データベースやサーバ
等から構成される「Ａ
Ｉ適用システムの維
持管理のための環境」
を小規模構築し、部
隊等において活用。 ○実証を通じて得た

人材に求められるスキ
ルや規模といった知見
を、ＡＩ人材育成講
座のカリキュラム等に
反映。

【事業の必要性】ＡＩはデータを用いて学習を繰り返すことにより、その精度を向上させていく特性を有している。そのため、大量のデータを収
集・蓄積し、性能を維持向上させていくことが重要。防衛省・自衛隊においても各種装備システム等へのＡＩの導入が進んできていることから、
より効率的にＡＩを適用したシステムを維持管理するための環境や体制を整備していくことが必要。

【政策目標】（大綱との関
係）
○我が国自身の防衛体制
の強化

【施策目標】（中期防との
関係）
○装備体系の見直し
限られた人材を最大限

有効に活用して防衛力を
最大化するため、情報処
理や部隊運用等に係る判
断を始めとする分野への人
工知能（ＡＩ）の導入
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